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水産情報工学部 

研究の背景・目的 
１．年間水揚の大きさ（リターン）とその変動（リスク）の関係は不明。 

２．漁業・水産物供給（流通）システムの資本市場メカニズムは原始的。 

３．生産変動（漁業の不確定性）を計量し、リスクとして認識する。 
 

研究成果 
FAO 漁業時系列データベースを分析した結果、1970 年代以降、国連海洋法の成立と時期

を同じくして、漁業生産量の変動幅が漁業生産規模に応じて変化するという構造変化が発生し、

漁業大国、例えば日本の漁業は、ハイリスク・ハイリターンのビジネスとなることが判明した。 
 

波及効果 
１．国内データベースの整備による漁業リスクの地域特性の把握 

２．リスク計量による漁業リスクの資本市場への移転（漁業リスクのヘッジ） 

３．漁業・流通業への資本の導入（リスクテイカーによる投機） 

４．環境経済的視点から水産業の活性化 

５．漁業経営・水産研究への金融工学手法の導入 
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